
○交付運用報告書は、運用報告書に記載すべき事項の
うち重要なものを記載した書面です。その他の内容
については、運用報告書（全体版）に記載しており
ます。
○当ファンドは、投資信託約款において「運用報告書
（全体版）」に記載すべき事項を、電磁的方法によ
りご提供する旨を定めております。
○右記弊社ホームページの「ファンド情報」等から当
ファンドのファンド名を選択することにより、当
ファンドの「運用報告書（全体版）」を閲覧および
ダウンロードすることができます。
○運用報告書（全体版）は、受益者の方からのご請求
により交付されます。交付をご請求される方は、販
売会社までお問い合わせください。

東京都千代田区紀尾井町１丁目３番

＜照会先＞
電話番号：03-6629-7090
（受付時間：委託会社の営業日の９：30～17：00）
ホームページ：https://www.money-design.com/

お金のデザイン・グローバル・ソーシャル・
デベロップメント・ファンド

愛称：地球貢献
追加型投信／内外／資産複合

交付運用報告書
第１期（決算日2022年９月12日）

作成対象期間（2021年11月８日～2022年９月12日）

第１期末（2022年９月12日）
基 準 価 額 10,396円
純 資 産 総 額 34,631百万円

第１期
騰 落 率 4.0％
分配金（税込み）合計 0円

（注）騰落率は分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして
計算したもので、小数点以下第２位を四捨五入して表示しており
ます。

（注）純資産総額の単位未満は切捨てて表示しております。

受益者のみなさまへ
　平素は格別のご愛顧を賜り、厚くお礼申し上げ
ます。
　さて、「お金のデザイン・グローバル・ソー
シャル・デベロップメント・ファンド」は、この
たび第１期の決算を行いました。当ファンドは、
「お金のデザイン・グローバル・ソーシャル・デ
ベロップメント・マザーファンド」受益証券を通
じ、主として世界の上場投資信託証券（ETF）へ
の投資を通じて、環境や社会における課題解決に
注力している企業を中心に分散投資し、「社会的
リターン」を加味した収益をとらえることによ
り、投資信託財産の長期的な成長を目指します。
当期につきましても、これに沿った運用を行いま
した。ここに、運用状況をご報告申し上げます。
　今後とも一層のお引立てを賜りますよう、お願
い申し上げます。
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1

お金のデザイン・グローバル・ソーシャル・デベロップメント・ファンド　愛称：地球貢献

運用経過

設定日：10,000円
期 末：10,396円（既払分配金（税込み）：0円）
騰落率：   4.0％（分配金再投資ベース）

（注）分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォーマンスを示すもの
です。

（注）分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異なります。したがっ
て、お客様の損益の状況を示すものではありません。

（注）上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。
（注）当ファンドの運用方針に対して適切に比較できる指数がないため、ベンチマークならびに参考指数は表示しておりません。

○基準価額の主な変動要因
　当ファンドの基準価額は、4.0％上昇しました。
　当ファンドは、「お金のデザイン・グローバル・ソーシャル・デベロップメント・マザーファン
ド」受益証券を組み入れることにより実質的な運用を当該マザーファンドにおいて行っております。
　当期は日本と米国の金利差が拡大したことなどから、前期末から対円で米ドルが26％程度上昇しま
した。当ファンドは為替ヘッジを行っていないため、この為替相場の変動が基準価額にプラスの影響
をもたらしました。世界株式市場は、インフレ抑制のために欧米の主要中央銀行が金融引き締め政策
をとり、世界景気の減速懸念が広まったことなどから下落しました。当ファンドが保有する米ドル建
てETFも現地通貨ベースでは下落しましたが、前述の為替の効果で基準価額への寄与度としては多くの
銘柄がプラス寄与となっています。特に「汚染排出物削減」、「医療民主化」、「栄養改善」テーマ
で組み入れているETFなどが比較的大きな寄与となっています。一方、日本のETFに投資している「機
会均等・人材育成・多様性（日本）」テーマは若干のマイナス要因となりました。

期中の基準価額等の推移 （2021年11月８日～2022年９月12日）
（円）
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お金のデザイン・グローバル・ソーシャル・デベロップメント・ファンド　愛称：地球貢献

項 目 当 期 項 目 の 概 要金 額 比 率
円 ％

（a） 信 託 報 酬 88 0.931 （a）信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率

（ 投 信 会 社 ） （ 43） （0.456） 委託した資金の運用の対価

（ 販 売 会 社 ） （ 43） （0.456） 交付運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理、購入後の情
報提供等の対価

（ 受 託 会 社 ） （  2） （0.019） 運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価

（b） 売 買 委 託 手 数 料 7 0.079 （b）売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数
売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料

（ 投 資 信 託 証 券 ） （  7） （0.079）

（c） 有 価 証 券 取 引 税 0 0.000 （c）有価証券取引税＝期中の有価証券取引税÷期中の平均受益権口数
有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金

（ 投 資 信 託 証 券 ） （  0） （0.000）

（d） そ の 他 費 用 5 0.048 （d）その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数

（ 保 管 費 用 ） （  2） （0.021） 保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管及び資金の
送金・資産の移転等に要する費用

（ 監 査 費 用 ） （  0） （0.003） 監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用

（ そ の 他 ） （  2） （0.024） その他は、信託事務の処理等に要するその他の諸費用

合 計 100 1.058

期中の平均基準価額は、9,421円です。

（注）期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果です。
（注）各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。
（注）売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費用は、このファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに対応するものを

含みます。
（注）各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに小数第３位未満は

四捨五入してあります。

１万口当たりの費用明細 （2021年11月８日～2022年９月12日）
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お金のデザイン・グローバル・ソーシャル・デベロップメント・ファンド　愛称：地球貢献

（参考情報）
◯総経費率
　期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料および有
価証券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じた
数で除した総経費率（年率）は1.16％です。

（単位：％）

総経費率（①＋②＋③） 1.16

①当ファンドの費用の比率 1.16

②投資先ファンドの運用管理費用の比率 0.00

③投資先ファンドの運用管理費用以外の比率 0.00
（注）当ファンドの費用は１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。
（注）各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。
（注）各比率は、年率換算した値です。
（注）投資先ファンドとは、当ファンドの親投資信託が組み入れている投資信託証券です。
（注）当ファンドの費用は、親投資信託が支払った費用を含み、投資先ファンドが支払った費用を含みません。
（注）当ファンドの費用と投資先ファンドの費用は、計上された期間が異なる場合があります。
（注）上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。

その他費用
0.06％

当ファンド
1.16％

運用管理費用
（投信会社）

0.54％

運用管理費用
（販売会社）

0.54％

総経費率
1.16％

当ファンド
1.16％

運用管理費用
（投信会社）

0.54％

運用管理費用
（販売会社）

0.54％

運用管理費用
（受託会社）

0.02％

運用管理費用 0.00％

その他費用
0.06％

運用管理費用以外 0.00％

投資先ファンド
0.00％
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4

お金のデザイン・グローバル・ソーシャル・デベロップメント・ファンド　愛称：地球貢献

（注）分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォーマンスを示すもの
です。

（注）分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異なります。したがっ
て、お客様の損益の状況を示すものではありません。

（注）当ファンドの設定日は2021年11月８日です。

2021年11月８日
設定日

2022年９月12日
決算日

基準価額 （円） 10,000 10,396
期間分配金合計（税込み） （円） － 0
分配金再投資基準価額騰落率（％） － 4.0
純資産総額 （百万円） 7,369 34,631

（注）上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。
（注）純資産総額の単位未満は切捨てて表示しております。
（注）設定日の基準価額は設定当初の金額、純資産総額は設定当初の元本額を表示しており、2022年９月12日の騰落率は設定当初との比較です。
（注）当ファンドの運用方針に対して適切に比較できる指数がないため、ベンチマークならびに参考指数は表示しておりません。

最近５年間の基準価額等の推移 （2017年９月11日～2022年９月12日）
（円）
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5

お金のデザイン・グローバル・ソーシャル・デベロップメント・ファンド　愛称：地球貢献

　世界の株式市場は、期初から2022年１月中旬ごろにかけて、インフレ長期化の見通しが強まり欧米
の主要中央銀行がそれまでの金融緩和策を縮小する姿勢を明確にしたことや、新型コロナウイルス変
異種（オミクロン株）の感染拡大などを受けて軟調な推移となりました。その後、ウクライナでの地
政学リスクが高まると、投資家のリスク回避的な姿勢が強まりさらに下落しました。その後は一時的
に上昇する場面もありましたが、ウクライナでの戦争が予想以上に長期化する中、中国で新型コロナ
ウイルス感染拡大を受けて一部の都市が封鎖（ロックダウン）されたことや、欧米において金融引き
締めが加速したことによる世界景気の減速懸念などから前期末よりも下落して期末を迎えました。
　このような市場環境のなか、ESGに着目したETFも株式市場全体の動きと同様に下落しました。経済
の先行き不透明感が広がる中、株価の変動が比較的小さい銘柄を多く含む「医療民主化」や「栄養改
善」テーマのETFの下落率が比較的小幅にとどまった一方で、金利が上昇する中でテクノロジー関連成
長株の下落幅が大きくなる傾向があったことを受けて、それらの銘柄の組み入れ比率が比較的大きい
「スマート・インフラ」や「二酸化炭素排出削減」テーマのETFの一部が大きく下落しました。

　当ファンドは、「お金のデザイン・グローバル・ソーシャル・デベロップメント・マザーファン
ド」受益証券への投資を通じ、主として世界の上場投資信託証券（ETF）に投資することで、実質的に
世界の株式等へ分散投資を行います。
　当ファンドの目的は、環境や社会における課題解決に注力していると考えられる企業を中心に分散
投資を行い、投資信託財産の長期的な成長を目指すことです。これに向けて、テーマごとに定められ
た客観的な評価尺度を活用しながら投資を行いました。

投資環境 （2021年11月８日～2022年９月12日）

当ファンドのポートフォリオ （2021年11月８日～2022年９月12日）
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6

お金のデザイン・グローバル・ソーシャル・デベロップメント・ファンド　愛称：地球貢献

　当ファンドは、運用方針に対して適切に比較できる指数がないため、ベンチマークならびに参考指
数は設定しておりません。

　当期の分配金は、長期的な投資信託財産の成長を追求する観点から無分配とさせていただきました。
また、収益分配に充てなかった利益につきましては信託財産中に留保し、運用の基本方針に基づいて
運用いたします。

○分配原資の内訳
（単位：円、１万口当たり、税込み）

項 目
第１期

2021年11月８日～
2022年９月12日

当期分配金 －
（対基準価額比率） －％

当期の収益 －
当期の収益以外 －

翌期繰越分配対象額 748
（注）対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。
（注）当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。

当ファンドのベンチマークとの差異 （2021年11月８日～2022年９月12日）

分配金 （2021年11月８日～2022年９月12日）
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お金のデザイン・グローバル・ソーシャル・デベロップメント・ファンド　愛称：地球貢献

今後の運用方針
　引き続き、「お金のデザイン・グローバル・ソーシャル・デベロップメント・マザーファンド」受
益証券への投資を通じ、環境や社会における課題解決に注力している企業を中心に構成された世界の
上場投資信託証券（ETF）に投資を行うことにより、効率的な運用を行うことを目指します。ETFの選
定には独自の評価基準を用い、取引コストや流動性なども考慮しながら組入比率を調整して参ります。

お知らせ
　該当事項はございません。

商 品 分 類 追加型投信／内外／資産複合
信 託 期 間 原則として、無期限です。（設定日：2021年11月８日設定）

運 用 方 針「お金のデザイン・グローバル・ソーシャル・デベロップメント・ファンド」は、マザーファンド受益証券へ
の投資を行います。

主 要 投 資 対 象
ベ ビ ー フ ァ ン ド お金のデザイン・グローバル・ソーシャル・デベロップメント・マザーファンド

受益証券を主要な投資対象とします。

マ ザ ー フ ァ ン ド 世界の株式市場に上場されている上場投資信託証券（ETF）等を主要な投資対象と
します。

運 用 方 法
主として世界の上場投資信託証券（ETF）への投資を通じて、環境や社会における課題解決に注力している企
業を中心に分散投資し、「社会的リターン」を加味した収益をとらえることにより、投資信託財産の長期的な
成長を目指します。

分 配 方 針 毎年９月10日（休業日の場合は翌営業日）に決算を行い、収益分配方針に基づき収益分配を行います。ただ
し、必ず分配を行うものではありません。

当ファンドの概要
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お金のデザイン・グローバル・ソーシャル・デベロップメント・ファンド　愛称：地球貢献

（参考情報）
○当ファンドと代表的な資産クラスとの騰落率の比較

（単位：％）
当ファンド 日本株 先進国株 新興国株 日本国債 先進国債 新興国債

最大値 － 42.1 59.8 62.7 5.4 11.4 19.3
最小値 － △ 16.0 △ 12.4 △ 19.4 △ 3.5 △ 4.5 △ 9.4
平均値 － 8.3 16.2 9.9 0.1 3.5 2.5

（注）全ての資産クラスが当ファンドの投資対象とは限りません。
（注）2017年９月から2022年８月の５年間の各月末における直近１年間の騰落率の最大値・最小値・平均値を表示したものです。なお、当ファンドに

つきましては、運用期間が１年未満であるため掲載しておりません。
（注）上記の騰落率は決算日に対応した数値とは異なります。

各資産クラスの指数
日 本 株・・・東証株価指数（TOPIX）（配当込み）
先進国株・・・MSCI-KOKUSAI インデックス（配当込み、円ベース）
新興国株・・・MSCI エマージング・マーケット・インデックス（配当込み、円ベース）
日本国債・・・NOMURA-BPI国債
先進国債・・・FTSE世界国債インデックス（除く日本、円ベース）
新興国債・・・JPモルガン・ガバメント・ボンド・インデックス－エマージング・マーケッツ・グローバル・ディバーシファイド（円ベース）

※詳細は、後述の「代表的な資産クラスとの騰落率の比較に用いた指数について」をご参照ください。

（注）海外の指数は、為替ヘッジなしによる投資を想定して、円換算しております。

（％）
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当ファンド 日本株 先進国株 新興国株 日本国債 先進国債 新興国債

（2017年９月末～2022年８月末）

最大値（当ファンド） 最大値 最小値（当ファンド） 最小値 平均値
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お金のデザイン・グローバル・ソーシャル・デベロップメント・ファンド　愛称：地球貢献

当ファンドのデータ

○組入上位ファンド
銘 柄 名 第１期末

％
お金のデザイン・グローバル・ソーシャル・デベロップメント・マザーファンド 100.0

組入銘柄数 1銘柄
（注）比率は純資産総額に対する割合です。
（注）組入銘柄に関する詳細な情報等につきましては、運用報告書（全体版）に記載しております。

（注）比率は純資産総額に対する割合です。
（注）国別配分につきましては発行国もしくは投資国を表示しております。
（注）その他にはコール・ローン等を含む場合があります。

項 目 第１期末
2022年９月12日

純 資 産 総 額 34,631,913,658円
受 益 権 総 口 数 33,313,196,944口
１万口当たり基準価額 10,396円

（注）期中における追加設定元本額は27,921,182,541円、同解約元本額は1,977,534,094円です。

組入資産の内容 （2022年９月12日現在）

親投資信託受益証券
100.0％

その他
0.0％

親投資信託受益証券
100.0％

○資産別配分

日本
100.0％

その他
0.0％

日本
100.0％

○国別配分

円
100.0％

その他
0.0％

円
100.0％

○通貨別配分

純資産等
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お金のデザイン・グローバル・ソーシャル・デベロップメント・ファンド　愛称：地球貢献

お金のデザイン・グローバル・ソーシャル・デベロップメント・マザーファンド

組入上位ファンドの概要

【１万口当たりの費用明細】
（2021年11月８日～2022年９月12日）

項 目 当 期
金 額 比 率

円 ％
（a） 売 買 委 託 手 数 料 7 0.079

（ 投 資 信 託 証 券 ） （7） （0.079）
（b） 有 価 証 券 取 引 税 0 0.000

（ 投 資 信 託 証 券 ） （0） （0.000）
（c） そ の 他 費 用 2 0.024

（ 保 管 費 用 ） （2） （0.021）
（ そ の 他 ） （0） （0.003）

合 計 9 0.103
期中の平均基準価額は、9,467円です。

（注）上記項目の概要等詳細につきましては運用報告書（全体版）をご参
照ください。

（円）

6,000

7,000

8,000

9,000

10,000

11,000

12,000

2021/12 2022/2 2022/4 2022/6 2022/8

（2021年11月８日～2022年９月12日）
【基準価額の推移】

【組入上位10銘柄】
銘 柄 名 業 種 / 種 別 等 通 貨 国（地域） 比 率

％
１ iShares U.S. Medical Devices ETF 投資信託受益証券 米ドル アメリカ 6.3
２ iShares Global Healthcare ETF 投資信託受益証券 米ドル アメリカ 6.2
３ iShares Ageing Population UCITS ETF 投資信託受益証券 米ドル アメリカ 6.2
４ VanEck Low Carbon Energy ETF 投資信託受益証券 米ドル アメリカ 6.2
５ Goldman Sachs JUST US Large Cap Equity E 投資信託受益証券 米ドル アメリカ 6.1
６ iShares Global Consumer Staples ETF 投資信託受益証券 米ドル アメリカ 6.1
７ ISHARES GLOBAL CLEAN ENERGY 投資信託受益証券 米ドル アメリカ 5.8
８ Invesco MSCI Sustainable Future ETF 投資信託受益証券 米ドル アメリカ 5.2
９ Nuveen ESG International Devel 投資信託受益証券 米ドル アメリカ 4.1
10 First Trust NASDAQ Clean Edge Smart Grid 投資信託受益証券 米ドル アメリカ 3.6

組入銘柄数 29銘柄
（注）比率は純資産総額に対する割合です。
（注）組入銘柄に関する詳細な情報等につきましては、運用報告書（全体版）に記載しております。
（注）国（地域）につきましては発行国もしくは投資国を表示しております。

（注）比率は純資産総額に対する割合です。
（注）国別配分につきましては発行国もしくは投資国を表示しております。
（注）その他にはコール・ローン等を含む場合があります。
（注）組入上位10銘柄、資産別配分、国別配分、通貨別配分のデータは2022年９月12日現在のものです。
※当マザーファンドの計算期間における運用経過の説明は運用報告書（全体版）をご参照ください。

外国投資信託受益証券
93.2％

外国投資信託受益証券
93.2％

国内投資信託
受益証券
5.3％

その他
1.5％

【資産別配分】

アメリカ
93.2％
アメリカ
93.2％

日本
5.3％

その他
1.5％

【国別配分】

米ドル
93.2％
米ドル
93.2％

円
5.3％

その他
1.5％

【通貨別配分】
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お金のデザイン・グローバル・ソーシャル・デベロップメント・ファンド　愛称：地球貢献

○代表的な資産クラスとの騰落率の比較に用いた指数について

騰落率は、データソースが提供する各指数をもとに株式会社野村総合研究所が計算しており、その内容について、
信憑性、正確性、完全性、最新性、網羅性、適時性を含む一切の保証を行いません。また、当該騰落率に関連して
資産運用または投資判断をした結果生じた損害等、当該騰落率の利用に起因する損害及び一切の問題について、何
らの責任も負いません。

○東証株価指数（TOPIX）（配当込み）
東証株価指数（TOPIX）（配当込み）は、日本の株式市場を広範に網羅するとともに、投資対象としての機能性
を有するマーケット・ベンチマークで、配当を考慮したものです。なお、TOPIXに関する著作権、知的財産権そ
の他一切の権利は株式会社JPX総研又は株式会社JPX総研の関連会社に帰属します。

○MSCI-KOKUSAI インデックス（配当込み、円ベース）
MSCI-KOKUSAI インデックス（配当込み、円ベース）は、MSCI Inc.が開発した、日本を除く世界の先進国の株
式を対象として算出した指数で、配当を考慮したものです。なお、MSCI Indexに関する著作権、知的財産権その
他一切の権利は、MSCI Inc.に帰属します。

○MSCI エマージング・マーケット・インデックス（配当込み、円ベース）
MSCI エマージング・マーケット・インデックス（配当込み、円ベース）は、MSCI Inc.が開発した、世界の新興
国の株式を対象として算出した指数で、配当を考慮したものです。なお、MSCI Indexに関する著作権、知的財産
権その他一切の権利は、MSCI Inc.に帰属します。

○NOMURA-BPI国債
NOMURA-BPI国債は、野村證券株式会社が発表している日本の国債市場の動向を的確に表すために開発された投
資収益指数です。なお、NOMURA-BPI国債に関する著作権、商標権、知的財産権その他一切の権利は、野村證券
株式会社に帰属します。

○FTSE世界国債インデックス（除く日本、円ベース）
FTSE世界国債インデックス（除く日本、円ベース）は、FTSE Fixed Income LLCにより運営され、日本を除く世
界主要国の国債の総合収益率を各市場の時価総額で加重平均した指数です。なお、FTSE世界国債インデックスに
関する著作権等の知的財産その他一切の権利は、FTSE Fixed Income LLCに帰属します。

○JPモルガン・ガバメント・ボンド・インデックス－エマージング・マーケッツ・グローバル・ディバーシファイド（円ベース）
JPモルガン・ガバメント・ボンド・インデックス－エマージング・マーケッツ・グローバル・ディバーシファイ
ド（円ベース）は、J.P. Morgan Securities LLCが算出、公表している、新興国が発行する現地通貨建て国債を対
象にした指数です。なお、JPモルガン・ガバメント・ボンド・インデックス－エマージング・マーケッツ・グ
ローバル・ディバーシファイドに関する著作権、知的財産権その他一切の権利は、J.P. Morgan Securities LLCに
帰属します。
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